持って いるもの であるが、 これ はむしろ 当然な 話で あ 

る。 つまり それと 同じような 理由で、 ハルク ハ— 氏 は 

次第に 医院 を さびれさせ ていって、 私が その 医院 を 買 

うまでに 一 年に 千 一 一 百 人から あった 患者が 三百 人 ほど 

もない くらいにまで 減って しまった。 けれども 私 は、 

私の 若さと 体力と に 自信が あつたので、 二三 年の 間に 

は 昔と 同様に 繁盛す るだろう と 確信して いた。 

私 は 仕事 を 始め 出してから 三 ヶ月の 間、 最も 熱心に 

注意 深く 働いた。 そのため、 私 はべ— 力— 街に 行く に 

は 余りにい そがし すぎて、 ほとんど シャ— 口 ック. ホ— 

ムズと 会わなかった。 そして 彼 自身 も、 自分の 職業 上 



「全然 そうじゃな いさ。 それ どころ か、 もっとい ろい 

ろな 経験 を 積みたい と 思って る くらいだ もの。 僕に は 

それ 以上に 望ましい こと は 何もない よ」 

「じ や、 きょうから でも、 すぐ 仕事に かかって くれる 

かい？」 

「やる とも。 きょうから でも、 君が 必要 だと 云うなら 

…：- J 

「遠くって もい いかい？ バ ー ミン グハ ム なんだ」 

「いいと も。 君が そこへ 行けと 云うなら」 

「けれども 商売の ほう はどうす る？」 

「隣の 家に 住んで る 男が どこかへ 出かける 時 はいつ も 



私 は 云い かけた。 がホ— ムズは 私が 云い 終らない う 

ちに、 私の 質問に 答えて くれた。 

「君の スリッパ は 新し いんだろう」 

と 彼 は 云った。 

「君 は それ を まだ 二三 週間 以上 は 穿いて ない よ。 それ 

だのに、 今、 君が 僕の ほうに むけて いる その スリッパ 

の 底 は、 どこか 焦げた ような 色に 変色して いるんだ。 

そこで 僕 は 考えたん だ。 この スリッパ は 湿ったに 違い 

ない。 そして 乾かす 時に 焦がされ たんだ、 とね。 - 

ところが その かがとの ほうに、 何 か 商店の マ ー ク のよ 

うな ものが 書いて ある 丸い 紙が 貼られて るだろう。 も 



よ」 

と 彼 は 云った。 

「原因の 分らない 結果と 云う 奴の ほうが、 実際 深く 印 

象され るから ね。 それ はそうと、 君 はバ— ミン グ 

ハムへ 来て くれられ るんだ ね？」 

「無論 行く とも。 —— どんな 事件なん だい？」 

「汽車の 中で 話す よ。 —— この 事件の 依頼人が 表の 四 

輪 馬車の 中に いるから。 すぐい かれる かい？」 

「ああ、 すぐ」 

私 はすぐ 隣に 〔# 「隣に」 は 底本で は 「隣の 匕 住んで い 

る 男に 手紙 を 書いた。 そして 二階へ 龃け 上って、 妻に 



「ああ、 そうした つもり なんだ。 けれど どうして それ 

が 分かる？」 

「玄関の 階段 を 見れば 分かる さ、 君。 君の 家の は 隣の 

のより は 三 インチ も 余計に へ つてる もの。 —— ところ 

で 馬車の 中に いる 男 は、 依頼人の ホ— ル. ピィ クロフ 

トと 云う 男 だが ね、 今、 君 を 紹介す るから。 —— オイ 

馭者 君、 汽車に 力 チカ チに 間に合う くらいし か 時間が 

ないから、 いそいで 飛ばして くれ」 

私が 向き合って 坐った その 依頼人と 云う 男 は、 あ 

けつ 放しな 正直そう な 顔つき をした、 薄い ちぢれた 黄 

色い 髭 を はやした 男で、 体格の ガ ッシリ した 活々 とし 



いて は、 私たちが 一等車に 乗り込んで、 バ— ミン グハ 

ムの 旅に 旅立って からよう やくき くこと が 出来た ので 

はあった けれど …… 。 

「七十 分 間 この 汽車で 走 るんだ が …… 」 

とホ ー ムズは 云った。 

「ねえ、 ホ— ル -ピ イク ロフト 〔# 「ピ イク ロフト」 は 底 

本で は 「ビ イク ロフト 匕 さん、 あなたの 出会った 今度の 

興味深い 事件 を、 私の 友達に も 話して やって 下さい ま 

せんか。 私に 話して 下す つたと 同じように 正確に、 い 

や、 もし 願われるなら、 それよりも 精密に。 —— 私 も 

もう 一 度 事件の 関^ をお ききした ほうが、 いろいろ 参 



五 年お りました。 だもので すから、 いよいよ 店が 破産 

する 時に、 私に は 実に 立派な 証明書 を くれました。 I 

I 無論、 我々 事務員 は、 みんなで 二十 七 人 もい たんで 

すが、 店が 潰れる と 同時に、 みんな 散り散り ばらばら 

になって しまいました。 私 は あっちへ もこつ ちへ 

も 口 を 頼んで みたんで すが、 しかし そこにい る 連中の 

運命 もまた、 私の 経験した 運命と 同じような 位置に お 

かれて いる 奴ば かリ なんです。 そんな わけで、 私 は 長 

い 間、 全く 失業 状態に おちて しまいました。 私 はコク 

ソンの 店に いる 時 は、 一週に 三 ポンド もらって いまし 

たので、 それ を 貯金して 七十 磅持 つてい ました。 私 



たぶん そこの 支配人が、 山と 積まれて いる 願書の 中へ 

手 を 突っ込んで、 最初に 手に 触れた もの を 引っ張り出 

したんだ ろうと 申して います。 が、 とにかく 私の 所へ 

順番が あたつ たんです。 私 はこん なに 嬉しかった こと 

はありません。 —— 給料 も 一 週に 一 磅 のぼりました 

し、 それでいて 仕事 はコ クソンの 店と ちょうど 同じよ 

うな ことなん です。 

さあ、 いよいよ 話の 本題に やって来ました。 —— 私 

はハ ムス テッド 町に 間 借 をして たんです。 ポ ー タ —- 

テラス 十七 番地です。 —— ちょうど、 私の 勤めが き 

まった 日の 夕方、 私 は 煙草 を 吸いながら 腰かけて おり 



ね。 —— アイ ルシ ヤイア ー の 株 は どのくらいです 

か？」 

「百 五 磅 から 百 五 磅 四分ノ 一 まで」 

「では、 ニュ ウジ— ランド 国庫 公債 は？」 

「百 四 磅 」 

「プリティ ッシ .ブ 口— ラン • ヒル は？」 

「七磅 から 七磅 六まで」 

「素 適 だ！」 

と、 彼 は 両手 を 振り上げて 叫びました。 

「私が きいた のと、 すっかり みんな 合って る。 ねえ、 

ねえ、 あなた。 —— あなた はモ— ソンの 店の 事務員に 



せんよ。 —— そこで 私 は あなたに 御 相談が あるんで す 

が、 私と 一し よに 仕事 をして いただき たいと 思って。 

—— そ リア 私が あなたに ついていた だきたい と 思って 

る 地位 だって、 あなたの 才能に 比して は 不充分な もの 

なんです けれど、 でも モウ ソンの 所の 地位と 較べたら、 

やみ 

暗と 光 ほどの 相違です。 まあ、 お話しましょう。 —— 

あなた はい つ 〔# 「いつ」 は 底本で は 「いつも 匕 モウ ソン 

の 所へ いらっしゃいます か 〔# 「いらっしゃいます か」 は 

底本で は 「いらつ やい ます か 匕 ？」 

「月曜日です」 

「ハツ ハ ッ あなた は あそこ へ は 断じて いらつ 



しゃいません よ。 賭 をしても いいと 思います ね」 

「モウ ソンの 所へ いかない つて？」 

「そうです よ。 その 曰までに、 あなた は フランス 

中部 鉄器 株式会社の 営業 支配人に おなりになる でしよ 

う。 その 会社 は フランスの 町 や 村に 百 三十 四の 支店と、 

その他に、 ブラッセルに 一 つと サン. レモに 一 つ 支店 

を 持つ ています」 

い き 

この 話 は 私 を 呼吸 づ まらせ る ほど 驚かせました。 

「私 はそんな 会社の 話 はきき ません よ」 

私 は 申しました。 

「そり ァ、 話 をき こうわけ はありません。 それ は 非常 



に 秘密 にされ たんです。 なぜなら 資本家が みんな 匿名 

だった からです が、 しかし 公に した ほうがい いんです。 

ほっきにん 

—— 私の 兄弟の ハリ ー . ピナ— は 発 企 人なん です が、 

選挙の 結果、 専務 取締と して 評議員に 加わって います。 

彼 は 私が こちらへ やつ て 来る こと を 知つ てた ものです 

から、 私に 申しました。 不遇な 才能 ある 人間 を 抜擢し 

て 来て くれと ね。 —— 元気の いい 前途有望な 若い 人 を 

ね。 —— あなたの こと はパ— 力— が 話して くれたんで 

す。 そして 今夜 こちらへ つれて 来て くれた 人です。 私 

たち は 初任給と して、 あなたに 五百磅 さし 上げる こ 

とが 出来る に すぎ ません が —— 」 



な 人 を 得られて 喜んでい ます。 —— これ は 俸給の 前払 

いの 百磅 です。 それから これ は 手紙です。 向う の 所 

番地 をお 書と めに なって 下さい。 コ— ポレ— シ ヨン 街 

一 二 六 番地。 それから 明日の 一 時までに いらつ して 下 

さる 〔# 「下さる」 は 底本で は 「下る 匕 こと をお 忘れに な 

ら ないように 。 じ やおい とまします。 万事う まく 

おやりになる ように」 

これが その 時、 私たちの 間に 起きた ことの、 ほ とん 

ど そのまま なんです。 私 はごく 最近の ことなん ではつ 

きり 覚えて いるんで す。 —— ワトソンさん、 私が その 

素敵な 幸運に 出会って、 どんなに 喜んだ か は、 想像し 



事務所 をお くこと にきめ たばかり だものです からね。 

—— 一し よに おいでになって 下さい。 お 話 致し ましよ 

う」 

私 は 彼に ついて、 ずいぶん 急な 階段の 頂上まで のぼ 

りました。 と、 その 屋根裏に、 空つ ぼの 誰もい ない ほ 

こり だらけな、 敷物 もしいて なければ 力— テン も かけ 

てない 小さい な 〔# 「小さい な」 は ママ〕 二つの 部屋が 

あって、 その 中へ 私 は 案内され ました。 —— 正直な 所、 

私 は 大きな 事務所 を 予想して 来たんで す。 それまでと 

同じような、 幾つ もの チヤ 力 チヤ 力した テ エブル ゃ大 

勢の 事務員が ズラリ と 並んで るよう なそう 云う 大きな 



た 手紙 を 見せて 下さい」 

私 は 彼に 手紙 を やりました。 彼 は それ を 大変^ 嚀に 

読みました。 

「あなた はよ ほど 深く 私の 兄弟 を 感心 させた と 見え ま 

すな」 

彼 は 申しました。 

「だが、 私の 兄弟 は 本当に 鋭い批判 家です。 —— 私の 

兄弟 は あなたと ロンドン でお 約束 をし たんで、 私 は 

バ ー ミン グ ハムで する わけなんで すが、 しかし 今度 は、 

彼の 云う 通りに 従いましょう。 —— では、 どうぞ その 

おつもりで、 お願いします」 



した。 が、 と は 云え、 よし どんな ことが 起きて 来よう 

とも、 私 はお 金 を 貰って いるので す。 そしてお 見目 得 

も すんで しまった のです。 —— 私 は 日曜 一 日 一 生 懸命 

に 仕事 を 致しました。 けれども 月曜日までに、 たった 

H の 部まで やった だけでした。 で、 私 は 雇主の 所へ 

いって、 彼 は 同じ 何の 装飾 もない ガランと した 例の 部 

屋 におり ましたが、 水曜日まで 待っても らうよう に 話 

して 帰って来ました。 ところが 水曜日に なっても まだ 

終らなかった ので、 金曜日まで のばして しまったので 

す。 —— それが、 昨日の ことです。 そこで 私 は それ を 

ハリ— • ピナ ー 氏の 所へ 持って行きました。 



「どうも 本当に 有難う」 

と 彼 は 申しました。 

「思った より 仕事が むずかしかった かと 恐れて た 所で 

す。 この 表 は 実によ い 私の 助手に なって くれます よ」 

「だいぶ ひまが かかって …… 」 

私 は 申しました。 

「では 今度 は …… 」 

彼 は 云いました。 

「家具 商の 表 をつ くって いただきた いんです。 家具 商 

もみん な 鉄 具 類 を 売ります からね」 

「よろし ゆう ございます I 



を 考え 合せる と、 私 は その 二人が 同じ 人間で あると 疑 

わざる を 得なかった のです。 無論 あなた は 兄弟 は 似て 

いると おっしゃる でしよう。 しかし 同じ 歯 を 同じよう 

なやり 方で うめる わけがないで はありません か。 —— 

彼 は 私 を 送り出しました。 そして 私 は 通りへ 出ました 

が、 無我夢中で、 足で 歩いて るの か 頭で 歩いて るの か 

分かりませんでした。 私 は ホテルへ 帰りつ くと、 冷た 

い 水で 頭 を ひやして、 そのこと を 考えて みました。 I 

I なぜ 彼 は ロンドン か らバ — ミ ング ハムへ 私 を 寄越し 

たんだろう …… また なぜ 彼 は 私に 近寄って 来たの だろ 

う。 そして 问の 必要が あって 彼 は、 自分自身から 自分 



自身へ あてた 手紙な ど を 私に 持たせて よこした の だろ 

う？ —— これらの こと は 私に は あまりに 問題が 多す 

ぎて、 判断が 出来ない のです。 その 時 ふと 私 は、 私に 

は 何が何だか分からない こと も、 シャ ー ロック -ホー 

ムズ さんに は 分かる だろうと 云う 事に 考え つ いたんで 

やちゅう 

す。 で、 私 はすぐ さま 夜中に 乗り込んで、 今朝お 目に 

かかって、 そのまま バ— ミン グ ハムへ 私と 一し よに 来 

ていた だこうと 思って やって来た わけなので ございま 

す」 

株式 仲買 店 事務員 は 彼の 不思議な 経験 を 話し 終って 

から、 ちょっと だまった。 と、 シャ ー ロック. ホ ー ム 



来ました ご 

と、 その 事務員 は 叫んだ。 

彼 は 道路の 反対側 をい そぎ 足で 歩いて いる、 小柄な 

ブロンドの きちんとした 服装 をして いる 男 を 指さした _ 

私たちが 彼に 注意して いる 時、 彼 は 馬車 や バスの 間 か 

ら 飛び出して 来た。 夕刊 を 売りながら 怒鳴って いる 少 

年 を 呼びと めて、 一枚 買いと つた。 そして それ を 手に 

にぎ 

摑 りながら 入口から 中へ 消えて しまった。 

「あそこ へいった」 

ホ— ル • ピィ クロフト は 叫んだ。 

「彼が 這 入って つた 所に 事務所が あるんで す。 私と 一 



しょに お出で 下さい。 出来るだけ 無雑 作に やっちまい 

ましょう」 

私たち は 彼に ついて 五 階まで 登った。 すると 私たち 

は 入口の 戸が 半分 開き かかつ ている 部屋の 前に 出た。 

私たちの 依頼人 は そこで ノックした。 

「お 這 入り 下さい」 

そう 云う 声が、 部屋の 中で 私たちに 挨拶した。 そこ 

で 私たち は、 ホ— ル. ピィ クロフトが 話した 通りな、 

飾リ つけの してない 丸裸の 部屋の 中に 這 入って いった。 

たった 一 つし かない 机の 前に、 私たちが 通りで 見た 男 

が、 自分の 前に 夕刊 を ひろげた まま 坐って いた。 私 は、 



彼の 腕 を 上下した。 

「こう なれば もう 時間の問題 だ」 

私 は 彼から 離れて そう 云った。 

ホ ー ムズ は、 彼の 両手 を ズボンの ポケットに 深く 

う ず そ „+° 

つ つ こんで、 顎 を 胸に 埋めた まま、 テ エブルの 側に 立 つ 

ていた。 

「今のう ちに 巡査 を 呼びに いっといた ほうがい いと 僕 

は 思 うんだ が」 

と、 彼 は 云った。 

「そして 実は、 巡査が 来たら、 終りに なった この 事件 

を このまま 向う へ 引渡して しまいた いと 思つ てるんだ 



かね、 ワトソン？」 

私 は 肩 をす くませた。 

ニ^い にくい けれど、 僕に は 力に 余 るんだ」 

私 は 云った。 

「そうかね。 だが、 最初に、 事件 をよ く 注意して 見れ 

ば、 解決 はた だ 一 点に 帰着す る だけ だよ」 

「君 は どんな 風に 解決し たんだい？」 

「いいかね、 この 事件の すべて は、 二つの 点が 中心と 

なって いる。 第一 の 点 は、 ピィ クロフトが この 盛大な 

る 結構な 会社の 職に ありつく 時、 宣誓書 を 書かされた 

と 云う こと だ。 —— 君 は、 そこが 実に 怪しい と は 思わ 



人と 云う 地位 を そのまま 手 も ふれずに 残させる ように 

した、 ピナ— の 要求です。 ピナ— から 云えば、 その 支 

配 人と 云う 地位 は、 彼が 会った こと もない、 ホ —ル- 

ビ イク ロフトと 云う 人間が、 月曜日の 朝から 来る こと 

になって いたのです」 

「ああ 神様よ」 

私たちの 事務員 は 叫んだ。 

「私 は 何と 云う 盲目 野郎 だつ たんだろう！」 

「これで あなた は、 その 手跡の こと を 想像して ごらん 

なさい。 何者かが あなたの 代りにな つて、 あなたが 

とってお いた 就職口に 行く のです。 無論、 たくらみ は 



らは、 勝 誇った ような 叫び声が とび 出した。 

「これ を 見た まえ、 ワトソン」 

彼 は 叫んだ。 

「ロンドンの 新聞 だ。 イブニング . ス タンダ— ドの早 

出し だ。 ここに 僕たちの 知りたい と 思って たこと が 出 

ている。 頭の 仕事 を 見た まえ。 —— 『巿 中の 犯罪、 モ 

ゥ ソン • ウィリアム 会社の 殺人。 巨怪 なる 強盗の 襲来。 

犯人の 逮捕』 —— ワトソン、 みんな それ を 知りた いん 

だ。 すまない が 声を立てて 読んでくれ たまえ」 

それ は 都会に おける 重大 事件の 一 つと して、 新聞の 

報 導 記事に 取扱って あった。 そして その 記事 は 次の よ 



うに 書かれて いた。 

—— 本日 午後 当巿 において、 兇暴なる 強盗 現れ、 人 

一 人 殺害した る も、 犯人 は 捕縛せられ たり。 有名な 

る 仲買 店 モウ ソン . ウィリアム 会社に は、 常に 百万 

磅 以上に 相当す る 株券、 債券、 あるいは 保証金な ど 

の あるた め、 番人 を 常備し ありた る 上、 支配人 は 用 

心 深く、 彼が 負わされ ている それらの 重用 物件の た 

めに、 最新式の 金庫 を 数個 用意し、 その上 ビル ディ 

ング 内に は、 昼夜の 別な く 見張 人 を 残し ありた るな 

り。 ちょうど 先週より、 事務所に 雇われた るホ— 

ル-ピ イク ロフトと 云う、 新しき 書記 現れたり。 こ 



の 男 こそ、 かの 有名なる 偽造 者に して 強盗 犯人た る 

ベ ディ ッグ トン 以外の 何者で もなかり しなり。 彼 は 

彼の 兄弟と 共に、 最近 五 年間の 牢獄 生活より 出た る 

ばかりの 男。 しかるに いかなる 方法に て か、 その 方 

法 は 未だに 不明なる も、 偽名 を 用いて うまうまと 事 

務 所の 事務員の 位置 を かち 得た るな り。 そ は 事務所 

内の あらゆる 鍵の 合鍵と、 堅固なる 部屋と 金庫の あ 

る 位置と に関しての 知識 を 得ん がた めに、 利用した 

るな り。 

モウ ソンの 事務所に て は、 土曜日 は 事務員た ち は 

半日に て 帰る こと を 習 S となせ り。 しかるに 一時 二 



ありた る を 発見せ り。 もし テ ユウ ソン 部長の この 勇 

敢 なる 行為な かりせば、 その 死体 は 月曜の 朝まで 発 

見さる る ことな かりし なり。 —— 見張 人の 頭 骸骨 は、 

背後より 加えられし、 火搔 棒よう の ものの 一 撃に 

よってめ ちゃめち やとな りおり たリ。 ベ ディック ト 

ン 〔# 「ベ ディック トン」 は 底本で は 「ベ ディック ドン 匕 

は 入口 を、 何 か 忘れ物 をした と 云う 口実に て 通りた 

るに 相違な く、 しかして 見張 人 を 殺害し、 手早く 最 

大の 金庫 を 開ら きて、 中の 目 ぼしき もの を 持ち去り 

たるに 相違な きなり。 常に 彼と 共に 犯罪 を 行う を 習 

慣 としたる 彼の 兄弟 は、 この 犯行に は 現れる ことな 



く、 警察に て 彼の 行衛 について 極力 捜査 中なる も、 

現在 未だに 不明な り。 I - 

「そうだ、 僕たち は その 行衛 について、 幾らでも 警察 

を 助けて やる ことが 出来る の だ」 

と、 ホ— ムズ は、 窓ぎ わに 目ば かり 光らせて いる そ 

の 男 を 見やりながら 云 つ た。 

「人間の 性質と 云う もの は 不思議に 入り組ん だもの だ。 

君 は、 強盗 や 人殺しで さえ も、 彼の 兄弟の 首に 緦 がか 

かった と 云う こと を 知って、 自殺す る 気になる ほどな 

肉親の 愛情 を 起こす ものである ことが、 分かったろう。 

しかしもう 私たち は 私たちの 行動に ついて 躊躇し なく 



底本： 「世界 探偵小説 全集 第三 卷 シャ— ロック- 

ホ— ムズの 記憶」 平凡 社 

1930 (昭和 5) 年 2 月 5 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「彼奴 丄 あいつ 貴方 丄 あなた 或丄 ある 如何— い 

か 一旦 ふいつたん 於て ふお いて 於け るふお ける 

位 ふくらい 極 ふごく 而 して ふし かして 随分 ふず 

いぶん 即ち— すなわち それ 所 か— それ どころ か 



大分 ふだいぶ 沢山 丄 たくさん 只今 丄 ただいま 多 

分丄 たぶん 給え 丄 たまえ 丁度 ふちょう ど て戴丄 

ていた だ て見丄 てみ て 貰 ふて もら 所が ふところ 

が 所で ふところで 尚 ふなお 乍ら ふながら 成 

程 • なる 程 ふなる ほど 憎い 丄 にくい 程丄 ほど 殆 

ど丄 ほとんど 亦 —また 迄 ふまで 寧ろ ふむ しろ 

勿論 丄 もちろん 漸く ふよう やく 余程 ふよ ほど 僅 

力 ふわず 力」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 
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